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昨年 9月，陪錆の生理学研究所で， I生理学者が知何
に臨沫医学に貢献しうるか」という趣旨の研究会が行わ
れた。
外部の人から見ると，詞じ医学部の中にあ予，等しく
「お医者さん」と呼ばれながら，基礎と臨床医学者との
間にある大きな距離感は誰しも異存のない所であろう。
そのような壁の実体は何なのか，壁を打ち破ることの功
罪はどうか，臨床医学との結びつきはどのような方法が
望ましいかなどが 2日間にわたって議ぜられた。
まず，生理学者と寵床家との間で，もっとも基本的に
異なる特性は， 自的意識の違いであろう。前者は，生命
のメカニズムがどうかということに最大の関心があり，
後者は病気の治療がもっとも重要な呂標である。
このことから，ー穀に荷者の研究手段におのずから大
きな違いが生まれることになった。生理学者は，論理の
鮮明さを求めるため，研究対象が段々と単純なもの，下
等な動物や， 締癌，分子レベルへと研究する額向が強
い。一方，語床涯学者は現実に存在する病気をどう解明
し，治療するかに焦点があるから，たとえ動物実験を行
っていても，論議の方向は人体にある。
このような，罰者の目的，研究方向の違いは， しばし
ば信値観の違いにも発展することになる。生理学者から
見れば，多くの臨床研究はひどく出鱈目で，支離滅裂で
あり，真理の探求からほど遠い。一方，臨床医学者は，
生理学者のやっていることは，複雑な人体の仕組みゃ癌
気の治療に全く役に立たないお遊びとお偽話しの堂界で、
しかないとiJt半5することになる。
たしかに，基礎医学の研究が現実の病気の解明には役
立たない，あるいは力が及ばない， と言った場面は数多
く晃られるであろう。たとえば，私共の領域で離摂中の
呼吸障害， Pickwickian症候群，乳児の突然の呼吸f亭止 
(SIDS)，蘇胞低換気症状群と言った一連の中枢性呼摂
機能i毒害が大きな課題である。しかし，呼吸リズムの形
成は18世紀末以来，髄幹部で作られることは分っていな
がら，依然その正確な所在，ニューロンの講成，周期ヲ
ズムの形成機構などはよく分っていない。したがって，
病気の治疲に役立つということから遠い現況にあると言
っても過言ではない。
しかしながら，基礎科学の急速な進歩が，その先端的
な研究成果で臨床医学に貢献し始めていることも否定で
きないであろう。近年の遺伝子工学の成果が，生物の改
造までを対象とする SF的な堂界にまで進んでいること
誌周知の事実である。また，分子病， Membrane disea-
seなどと呼ばれる， 組鹿内分子構造の異常， 細胞摸イ
オン交換磯構の異常など，基礎医学の最先端の研究が，
病気の解明につ牟がる成果を着々として生みつつあるこ
とも否定できない。
こういった現実を踏まえるとき，おたがいに住む世界
が違う，とのくび担構えていられる時代ではなくなって
いると認識すべきではなかろうか。
現在の生理学者の大部分は，臨床医学とあま予にもか
け離れている。だから，もっと臨床医学に近い「臨床生
理」あるいは「応用生理j と言った構座をもうけではど
うか。と言う議論をよく関かされる。これは一見もっと
もらしいが，現実の標題となるとむつかしい。つま予，
研究と言うことになると，前述のようにメカニズムを主
鉢にした生理学者の立場か。又は，離京を主体にした病
気の探究かと言ったことの植にはない。しかも，現在の
ように学問が分化し，護雑化している時代に同時に詞方
の立場をとることは至難のわざであろう。
共同研究と言うことではどうか。これについてはわれ
われは大いに歌米， とくに米国などに学ばねばならな
い。生理学関採の歌米の専門語でも実に多くの基礎，臨
宗家の共同研究が行われているのを見ることができる。
又，たとえば私の専門領域でもっとも重要な雑誌である 
J. Appl.Physiol.の呼吸の sectionでの editor，associ-
ate editorとも内科学の専門家である。現に， 日本で行
われている臨床家の研究には，基礎的なものも多い。し
かし，それは大てい外国留学中に学んだものから発畏し
たものが多いようである。
わが国で，このように基礎，韻床の共同研究があまり
進んでいない理由の 1つは， 13本入のセクト主義，よく
言えば立場の違いを意識する潔癖性にあるのでなかろう
か。私の助教授時代に，ある臨床教室と共毘研究をやろ
うとしたら，主任教授から「よその教室の仕事に余計な
弓を出すな」とえらく怒られたことがあった。現在の教
授でこんなことを言う入は少いと思うが，やはヲ基礎と
臨床というのはお互いに不干渉の方が無難という意識も
存在することも否定できないc
こう言った現実の国難を乗り越える具非策に妙案辻無
いものであろうか?
〈編集委員長本田良行)
